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工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

93 93

229

入札Ｐ1031



1:25

工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

94 94

229

入札Ｐ1031



工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

設
計
事
務
所

95 95

229

入札Ｐ1031



工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

S=1:40（A3）

S=1:20（A1）
内樋の下部

たて樋：配管用炭素鋼管

床上掃除口：黄銅製クロムメッキ仕上
ねじ込み形

白管
たて樋：配管用炭素鋼管

白管

床上掃除口：黄銅製クロムメッキ仕上
ねじ込み形

配管用炭素鋼管 白管

配管用炭素鋼管 白管
地中部は防錆処理を
施す

開放型枡 開放型枡

ねじ込み式配管継手

ねじ込み式配管継手

防露材

ステンレスSUS304 t=0.2
H=150

防露材

ステンレスSUS304 t=0.2 H=150

ａ下階等のある場合 ｂ下階等のない場合

S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

外樋の下部

開放型枡

配管用炭素鋼管白管の
場合は地中梁は地中部

たて樋同材

は防錆処理を施す

ａ側溝に放流 ｂ集水桝に放流 ｃ集水桝にエルボ放流

グレーチング蓋エルボ返し

1.○印を適用する。

（備考）

・枡内貫入放流
・枡蓋上部放流

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-1-01
屋根露出防水断熱工法

Ｓ造外壁（縦使い）
屋上パラペット

180

3
0
0
以
上

コンクリート天
躯体水上

パラペット天

コンクリート天
躯体水下

70

増打ち

(
パ
ラ
ペ
ッ
ト
高
さ
）

100

325

120 160

L-50×50×6

誘発目地シーリング
PU-2 20x20 @3000

増打ち

L-50x50x6 L=120@600

コンクリート 直均し仕上げ

2.笠木目地と外壁シール目地位置を合わせること。（@3000内外）

1.あご（　）内寸法は丸環取付けしない場合。

（備考）

アルミニウム製笠木 既製品

ロックウール
24K 深さ150

モルタル又は成型キャント材

1
0

(
t
)

既製アルミニウム製押え金物
ステンレスビス @450

ゴムアスファルト系
シーリング材

断熱材　硬質ウレタンフォーム

アスファルト防湿層

コンクリート直均し

アスファルト防水層

■押出成型セメント板の場合

L=100@900

75

 捨て笠木鉄板
（ガルバリウム鋼板

t=0.5 外壁同色）

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-1-02
屋根露出防水工法

Ｓ造
オーバーフロー

SSテーパーソケット

(
2
0
)

(
2
0
)

ロックウール

シーリング

防鳥格子

ステンレス製　既製品　形状：・丸型　・角型
オーバーフロー管（ツバ付）

ステンレス製押え金物

30 40

1
0
0
以
上

1.○印を適用する。

（備考）

防鳥格子

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-1-04 Ｓ造  縦引き（内樋）ルーフドレン

防露材

ねじ込み式配管継手

ステンレスSUS304 t=0.2 H=150

下がり止め　PL-6.0程度

ねじ込み式配管継手

ねじ込み式排水管継手

モルタル

断熱材

樋受け金物（鉄筋に溶接）

ルーフドレン

2
0

以
上

ロックウール

7
0

以
上

保護コンクリートなしの場合保護コンクリートありの場合

（300） （300）

配管用炭素鋼管 白管

補強筋 2-D13
   型 l=1500

250程度

パラペット天端

3
0
0
程
度

1°10'
コンクリート天
躯体水下

ルーフドレン鋳鉄製縦型

アスファルト防水層

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-1-07
屋根露出防水工法

Ｓ造  横引き（外樋）
ルーフドレン

たて樋

ロックウール

4
0

2
0

8
0

以
上

断熱材

(300)

外断熱なしの場合は
スラブ下全面

キャップ穴あき 25 

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-1-06
Ｓ造  縦型（外樋）

ルーフドレン
屋根露出防水工法

配管用炭素鋼管 白管

ロックウール

250以上

2
5
0
以
上

梁下

天井面

鋳鉄製継手90°エルボ

パラペット天端

3
0
0
程
度

1°10'

ルーフドレン

たて樋

キャップ穴あき 25 

コンクリート天
躯体水下

断熱材

防露材

ロックウール
(300)

外断熱なしの場合は
スラブ下全面

補強筋 2-D13
   型 =1500

2
0

以
上

7
0

以
上

2.○印を適用する。

1.竪樋の材質及び径は別図による。

（備考）

目地に設ける場合目地以外に設ける場合

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-1-03
（外壁Ｓ）

つかみ金物
樋

たて樋

シーリング

PL-3.2x50x150

ALC用アンカー

PL-3.2x50x100

1
5
0

2
5

5
0

2
5

5
0

樋掴み金物 鋼製既製品
(アンカー、ツバ、ネジ付）
・溶融亜鉛メッキ
・溶融亜鉛メッキSOP塗装
・SUS製

シーリング

1
5
0
≦

2
5

2
5

5
0

PL-3.2

ビス止め（2本）SUS

シーリング

1.寸法、形状、外部仕上げは別図による。

（備考）

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-1-5 ＲＣ陸屋根屋上配管取出口

塗膜防水

（
水
上
）

3
0
0
以
上

2
2
0

1
0

W
×
H

1
2
0
1
0

2
5

100 100

3
0

180 ※ 180

L-30x30x3
アンカー 9 @600

止水板（設備工事）

SUS t=1.5
断熱材裏打ち

配管防露巻又は
ロックウール充填

1
2

5025

水返し

コンクリート直均しの上
塗膜防水

塗膜防水

50
1

b アスファルト防水
コンクリート押えの場合

a 露出防水の場合

5
0

■スラブのない場合

■スラブのある場合

■スラブのない場合

■スラブのある場合

つば付スリーブ館
モルタル充填

標準詳細図（1） 96 96

A-1-08

A-1-09

(75)

L-50×50×6
（通し）

押出成型セメント板

塗膜防水

縦使い

A-1-10
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

外部踏段

PC製U字側溝
呼び名300C L600×3

保護仕上材
500×2000

1.屋根3出入口部、外部側に適用。

（備考）

屋内

屋外

シーリング

外壁RC打継目地・ ひび割れ誘発目地
S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

(20)

(20)

バックアップ材(20)

シーリング
(18x10)

A-1-11

（
1
80
）

2
0
0

229

入札Ｐ1031



S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

70

100120

1.丸環設置する基礎はアゴ厚200とする。

（備考）

ba

L

屋上機器類基礎－１

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均しの上

W

コンクリート金ごて
無収縮モルタル

合成樹脂カバー

ダブルナット
ポリサルファイド
シーリングM20L=480 フック付
GPL-9×108

2M-20

PL-9
H150×150×7×10
H300×150×6.5×9

塗膜防水

工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

標準詳細図（2） 97 97

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-2-04 屋上吊環

90210

 100

6
5

300

SUS304 19 

SUS304
FB-65x12

5
0

かんざし筋

かんざし筋 D13 l=600

穴 21 

屋上点検口:RC陸屋根（あご付）-ステンレス製

120

110 110 150 200

200

600φ

120

180
180

800x800

露出防水の場合アスファルト防水コンクリート押さえの場合

点検口ステンレス製
既製品ふた t=1.2

支持金物

手掛け

B

A

塗膜防水

掛金物
南京錠

手掛けステンレス製
SUS304 22φ

手掛けステンレス製
SUS304 22φ

塗膜防水

塗膜防水

防水材巻込

くさり止め　丸輪

点検口ステンレス製 既製品 t=1.2

仕上見切

（D13）

（D10@200）

A断面 B断面

S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

目地は、層間変位に応じた目地幅とする

1.鉄骨とＰＬは全周水密溶接とし、鉄骨と同じさび止め処理を行う。

（備考）

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-2-02
ＲＣ・ＰＣａ・ＡＬＣ・押出成形パネル・Ｓ金属成形

外壁
外部鉄骨貫通部

2
0

20

50

D

溶接

溶接

PL-4.5

2
0

20

シーリング

シーリング

外側 内側

平面図

断面図

2
0

D

溶接

溶接

PL-4.5

2
0

20

二重シーリング

二重シーリング

外側 内側

平面図

断面図

ロックウール充填

ロックウール充填

a ＲＣ b ＰＣａ・ＡＬＣ

D

溶接
PL-4.5

二重シーリング

外側 内側

平面図

断面図

d 金属成形パネルc 押出成形セメントパネル

外側 内側

平面図

断面図

シーリング

水切

PL-4.5

水切

溶接

二重シーリング

シーリング

溶接
PL-4.5

シーリング

水切

PL-4.5

水切

溶接

シーリング

ケミカル面戸

ケミカル面戸

A-2-05
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

押出成形セメント板（鉄骨造）縦壁ロッキング構法　一般部

Z型金物

内水切SUS304
L-50×50×6

1
5

L-65×65×6

2
0

t=0.4

水切SUS304
t=1.0

水抜パイプ

通し

10

ガスケット

6
0

40

SUS304
10φ@1800

（備考）仕上・寸法は別図による。

L-50×50×6
通し

L-50×50×6( =120)
@600

PL-9( =150)@600

押出成形セメント板（鉄骨造）縦壁ロッキング構法　コーナー部A-2-06
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

アルミサッシ 外壁押出成形セメントパネル（同面納まり）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

10

シーリング

二重シーリング

二重シーリング

二重シーリング

W

20

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

アルミガラリ
（ダクト接続あり）
チャンバーボックス付

シーリング

シーリング

水切板アルミ製 L-30x30x3
錆止め塗料塗り

プチル系シール材
挟み込み
ボルト止め

設備用ダクト（設備工事）

ステンレス
防鳥網10x10程度

（150）

スチールPL-1.6（加工）
亜鉛メッキ鋼板

設備工事建築工事
（接続に使用しない部分の塞ぎ含む）

（備考）

2.ガラリ開口率は建具表による

1.設備工事と打合せの上決定のこと

シーリング

W（D）

（20）

ブラインドボックス スチール製埋込み型
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

断熱補強材

分類

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

種　類 W H L 備　　考

150 80 150

120 80
150

0

120 150 0～50

180 150 150

D D

アルミ製(15)

鋼製　　(20)

図－２図－１

建具枠

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

軽量鉄骨下地　各部取合い　一枚貼り　（サッシ取合い）

（15）

（D）

（ボード一重
　又は二重）

（アルミニウム板
　T=1.5加工）

（65x45x0.8）

PL-45x30x2.3

ぜん板

サッシ方立部分平面

（D）

（10）

断熱補修材

シーリング材

（アルミニウム板
　T=1.5加工）

断面

アルミサッシ - 間仕切り壁取合い（耐火壁）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

（70）

カーテン

ボックス巾

※

膳板巾

※

ロックウール充填

ケイ酸カルシウム板 t=60

耐火間仕切壁

スチールPL-1.6 塗装
曲げ加工

スチールPL-1.6 塗装
曲げ加工

ロックウール充填

（備考）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芯材･･･ケイ酸カルシウム板（NM-8578）

1.ケイ酸カルシウム板t=60（FP060NP-9365）：面材･･･ケイ酸カルシウム板t=4以上

A-2-01 A-2-03

A-2-07

A-2-08

A-2-9 A-2-10

A-2-11

ウレタンガスケット
10 890890

シーリング

7
5

1
0

t75 W900 縦張り
押出成形セメント板

埋め戻し加工
ロックウール充填

8
9
0

15

シーリング

ウレタンガスケット

硬質パッキン
クリップ+ナット

※45度コーナーはクリップ上下共溶接が必要です。

7
7
.
5

内水切SUS0.4t
L-50×50×6(通し)

耐火被膜

柱

L-50×50×6
L=100

L-50×50×6
L=80

77.5

890

120 900 120

1140

15

600

15

130 130

固定枠

開閉枠

　ステンレス t=1.5 HL仕上

　ステンレス t=2 HL仕上

天板
　ステンレス t=1.5 HL仕上
  断熱シート t=4

上蓋

避難はしご

下蓋

握手

屋上点検口・避難はしご
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

天板
　ステンレス t=1.5 HL仕上
  断熱シート t=4

固定枠
　ステンレス t=1.5 HL仕上

120 900 120

1140

70 1000 70

　屋根2に1箇所設置

9FL
▽

U字側溝
呼び240 L=900

保護仕上材
500x1000

A-2-13
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

消火ポンプ室基礎

200

H-300x150x6.5x9

A.Bolt 2-M20@500

D10@200

D10@200

2-D13

2-D13

H=100まで防塵塗装
天端コンクリート直押え、立上り打放し補修

A-2-12

アルミプレート
t1.5 アルマイト アルミプレート

t1.5 アルマイト

2.ＰＣａ・ＡＬＣ・押出成形セメントパネルの

D13 l=600

229
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工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

標準詳細図（3） 98 98

アルミサッシ - 間仕切り壁取合い（一般壁）A-3-01
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

（70）

カーテン

ボックス巾

※

4
8

1
0

1
0

スチールPL-1.6 塗装
40ｘ20曲げ加工

スチールPL-1.6 塗装
皿ビス@600

グラスウール充填

（70）

カーテン

ボックス巾

※

2
0

スチールPL-1.6 塗装
皿ビス@600

スチールPL-1.6 塗装
40ｘ20曲げ加工

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

SD：外壁 押出成形セメント板

15
2520 W

エッジ：SUS

気密材

防水モルタル充填

沓摺ステンレス

t=1.5
3 3

100

外部 内部

断面平面

気密材

水切板：SUS

エッジ：SUS

3
40 425

気密材
小口フタ

シーリング

シーリング15 6

28

6

召し合わせ部分

気密材 25 10

S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

*
30

*

シャッターケース

PL-1.6加工 SOP

25

*取付枠

FB-30x3.2

L-25x25x3

SUS

75 125

200
10

W

FB-30x3.2@500

シーリング

SS:外壁ECP（抱き有り）-内付

（　-150x75x6.5x10）

*開口補強（L-90x90x6）

シーリング

ECP

L-90x75x6

PL-1.6加工 SOP

L-30x30x3

L-30x30x3

開口補強

（L-90x90x6）

ガイドレール

マグサ共

シーリング

SUS304 HL

外部

外部の場合 内部の場合

2

3

50 75

@500

1

L-30x30x3

ゴム付

座板 2L-50x50x4
SOP SUSカバー付 HL

L-75x75x6
アンカーD10
L=180@150

W
外壁

WC
外壁コーナー

R
屋上

ＲＣ
屋上コーナー

既製EXP.J.カバー
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

屋

外

W
内壁

WC
内壁コーナー

C
天井

CC
天井コーナー

屋

内
FC

床コーナー
F
床

* 材質

* クリアランス

* 可動量

* カバースライド方式

・AL, SUS

・m/m

・m/m（特記以外は製造所仕様）

a　全体スライド

b　差込スライド

c　クッション材

屋　　外 屋　　内

3.耐風圧強度は、建築基準法に基づき定まる風圧力に対応したものとする。

2.止水補助シートは、導水経路を確実にする。

1.カバー取合部は製造所の仕様による。

（備考）

* 耐荷重性能 ・N  （特記以外は製造所仕様）

* 耐火仕様 ・耐火時間

c　面外スライド

(適用方式に○印)

* 仕上材貼 ・仕上材貼タイプに○印

* 遮音仕様 ・付加するものにに○印

T T
T

防水(屋内)塗膜防水A-3-06
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

均しモルタル

塗膜防水層

モルタル

メタルラス

（指定仕上材）

ラス立上がり

塗膜防水立上がり

入隅直角
出隅は丸面取り

又は45度に仕上げる

1
5
0

3
0
0

3
0

1
5

1
5

仕
上
厚

保護

均しモルタル t=15

メタルラス

（指定仕上材）

アスファルト防水層

ゴムアスファルト系
シール材

ラス立上がり

防水立上がり

コーナー材

モルタル

（保護モルタル t=15）

1
5
0

3
0
0

4
0
5
0
以
上

(
6
0
)

仕
上

厚

70

20

コンクリート

(
水
下
1
0
0
)

防水(屋内)ｱｽﾌｧﾙﾄ防水A-3-08
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

目地棒用

SUS304 18×6

指定仕上材

A-3-09
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

床仕上見切

6
指定仕上材

鋼板足
既製品@500

防露床（1F土間ｽﾗﾌﾞ）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

再生砕石・再生クラッシャラン
又は切込砂利・切込砕石

仕上材

断熱材

ポリエチレンフィルム
t=0.15

捨てコンクリート

(備考)

※構造特記による。

床下点検口

外枠

内枠

仕上材

回転式把手

（備考）1.仕上げ・寸法は別図による。

6.5 6.5
D

外枠 内枠

2.枠の材質は○印を適用する。

・アルミ製
・ステンレス製

仕上材

（枠の材質）

S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

FB-38x4

P-4.5

φ13 CHP-4.5

（備考）1.特記なき限り鉄部塗装はSOP塗とする。尚、薬品系水槽用蓋にはエポキシ樹脂系塗装とする。

把手

蓋掛かり詳細図

W

FB-4.5x32 CHP-4.5

アンカー 9  @600

L-50x50x6

床下点検口（ピット用蓋）

L

L

L

把手詳細図

3.蓋１枚当たりの重量は40kg以下とする。
2.把手は蓋１枚につき、２ヶ所とする。

S=1:40、1:10（A3）
S=1:20、1: 5（A1）

1000以下

150

5
32 20

57

32 5 20

150

4.蓋の大きさと、床荷重により、CHP の裏面にFB又はアングルにて補強材を入れること。L

5

軽量鉄骨下地　開口補強

65形
90形
100形

65x45x0.8

100x45x0.8
90x45x0.8

スタッド
67x40x0.8

102x40x0.8
92x40x0.8

ランナー

2［ -75x45x15x2.3
［ -75x45x15x2.3
［ -60x30x10x2.3
開口部補強材

4.0～4.5m以下
4.0m以下

スタッド高さ

4.5～5m以下

補強部材取付金物
L-30x30x3
L-50x50x4
L-50x50x4

下部ランナー

上部ランナー

取付金物

ランナー

開口部補強材

開口部
開口部

スタッド

開口部補強材

振止め@1200程度

間柱・ランナーの種類

片面ボード
二重貼

片面ボード
一重貼

@450内外

@300内外

75 W 75

L=W+150

スタッド

部　材　表
H（m）
H≦4.0

4.0≦H≦4.5
4.5≦H≦5.0 2［ -75x45x15x2.3

［ -75x45x15x2.3
［ -60x30x10x2.3

補強部材

L-50x50x4

L-50x50x4
取付金物

取付金物

開口補強部材

取付金物

振止め

取付金物

開口部

ランナー

ランナー

S=1:100（A3）
S=1: 50（A1）

65
90
100

1:5

ボード

200

函体積に配管スペース（200程度）

ボード

一般間仕切壁 耐火間仕切壁

盤　　類

消火栓ボックス

設備埋込ボックス類　開口補強　1:10

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

軽量鉄骨下地　一般間仕切壁　二枚貼り

150以内

（10）

（10）

150以内

ランナー

打込みピン @900程度

（吹出口補強わく）
（65x45x0.8）

ダブル野縁

スぺーサー @600程度

スタッド
（65x45x0.8）-@300程度

ランナー

打込みピン @900程度

スぺーサー @600程度

スぺーサー @600程度

ランナー

ランナー

タッピンねじ又は溶接

ダブル野縁

野縁受

@900程度
シングル野縁

タッピンねじ

野縁

@900程度
シンプル野縁

シングル野縁

吹出口（別途）

頭部　ランナーが野縁と平行の場合

頭部　ランナーが野縁と直角の場合

頭部　断熱材ありの場合の取合い

頭部　2室の天井が異なる場合

脚部

ランナー受金物 @900程度
（　形又は　形）t=2.3

打込みピン @900程度

断熱材

タッピンねじ
断熱補修材

A-3-02 A-3-03 A-3-04

A-3-05 A-3-07

A-3-12

A-3-10 A-3-11

　AW-26と事務室①の壁との取り合い部に適用

（備考）

平ラス2号

平ラス2号

80kg/m3

スチール部の塗装はSOP塗装とする
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工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

標準詳細図（4） 99 99

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

軽量鉄骨下地　一般間仕切壁　各部取合い　二枚貼り　（T形取合い）

（115）

目透しの場合 網目処理の場合

（65x45x0.8）

（テープ
又は塗装）

（115）

（65x45x0.8）

ジョイントテープ張り
の上
ジョイント
コンパウンド塗り

ジョイントテープ張り
の上
ジョイント
コンパウンド塗り

耐火壁の場合

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

軽量鉄骨下地　一般間仕切壁　各部取合い　二枚貼り　（壁取合い）

（8）

（8）

（65x45x0.8）

（テープ又は塗装）

コンクリート打放し

（テープ又は塗装）

打込みピン
@1200程度

断熱材

（65x45x0.8）

（テープ又は塗装）

コンクリート打放し

打込みピン
@1200程度

ジョイントテープ張り
の上
ジョイント
コンパウンド塗り

断熱材

目透しの場合 網目処理の場合

（115）

（20）

コーナー
保護金物の上
ジョイント
コンパウンド塗り

（65x45x0.8）

（115）

ジョイントテープ張りの上
ジョイントコンパウンド塗り

コーナー
保護金物の上
ジョイント
コンパウンド塗り

目透しの場合 網目処理の場合

（テープ
又は塗装）

（20）

（65x45x0.8）

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

軽量鉄骨下地　一般間仕切壁　各部取合い　二枚貼り　（L形取合い）
S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

軽量鉄骨下地　一般間仕切壁　各部取合い　二枚貼り　（L形取合い）

（65x45x0.8）
（10）

ハット型目地

（備考）特記なき詳細はメーカーの標準仕様による。

軽量鉄骨壁下地　遮音間仕切り壁
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

打込みピン
　@900 程度

断熱材打込みの場合

ランナー
ランナー受金物

　@900 程度

タッピングビス

(　形又は　形t＝2.3)

野縁

スペーサー
 @600 程度

回縁

野縁

野縁受け

ランナーが野縁と直角の場合（断熱材打込取合い）

頭部　天井高の異なる場合

脚　部壁取合い

打込みピン
　@900 程度

野縁受け

野縁

吹出口など別途

スペーサー
 @600 程度

ダブル野縁

吸音材
（グラスウール充填）

吹出口補強わく
（65x45x0.8）

吹出口補強わく
（65x45x0.8）

見切縁

打込みピン
 @900程度

断熱材打込みの場合

テープ張りの上
継目用パテ塗り

テープ張りの上
継目用パテ塗り

テープ張りの上
継目用パテ塗り

ランナー
打込みピン

　@900 程度

スタッド

150以内

150以内

（10）

150以内

（10）

吸音材
（グラスウール充填）

S=1:200、1:20（A3）
S=1:100、1:10（A1）

ALC内壁パネル開口部補強　乾式工法

4
0

65

65

1
5

2
5

1
5

4
0

20

100

100

間仕切り用チャンネル
［ -105x40x2.3

ロックウール

スラブ下端

L-40x40x5
 =40

L-65x65x6

L-65x65x6

ロックウール充填

上部

腰部

下部

PL-2.3
 =50

4φ@900内外

L-40x40x5
 =40

9φ

L-65x65x6以上

ストレート
　　ボルト
　　　12φ

イナズマ金物
t=6

4φ
 =25以上

フットプレート
t=2.3又はL金物

L-65x65x6以上

（備考）仕上及び寸法は別図による。

W

W

ストレートボルト 12φ

ストレートボルト 12φ

アングル

アングル

W≦2400

W≦2400

S=1:200、1:20（A3）
S=1:100、1:10（A1）

ALC内壁パネル開口補強　一般

100

2
0

1
0
0

1
0
0

20100

20

20

1
0
0

1
0
0

1
0
0

10

20

50

1
0
0

100

2
0

1
0
0

1
0
0
2
0

100
100 100

L-65x65x6  =100

後施工アンカー

ロックウール充填

シーリング

フックボルト 12φ

D

フットプレート PL-2.3

3.6φ

ロックウール目地用モルタル注入 ロックウール充填

9φ  =500
目地用モルタル注入 無機質系接着剤

カットネイル
AL  =75

L金物 PL-2.3

3.6φ

D

　　　　　壁には6m以内に幅10cmの目地を設ける。
　　　　3.伸縮目地は出隅・入隅異種材料との取合い部に設け、原則として幅20cm、同一面で連続した
　　　　2.A部分はALCパネル用フットプレート（t=2.3）で取付てもよい。
（備考）1.防火区画壁に使用する場合は取付金物に必要な耐火性能を有する被覆を行う。

L-65x65x6
 =100

後施工アンカー

フックボルト
　　　　12φ

ロックウール充填

3.6φ

［-（D+5）x40x2.3 シーリング

ロックウール

9φ 9φ
 =500  =500

L-65x65x6以上

FB-50x6全周フレア溶接
全周フレア

L-65x65x6以上

全周フレア溶接

すみ肉溶接

FB-50x6

溶接

A 隅部

B 目地部

上部

下部

■湿式　一般 ■湿式　伸縮目地

■乾式　一般

C T部 D 開口上部

■鋼製建具の場合 ■木製建具の場合

E 開口隅部

W=600
W≦1500

開口部

FL

FL

鋼製建具の場合
L-65x65x6
木製建具の場合
FB-50x6

9φ（又は10D） =500

A C B

D E
・ アンカー

・ フットプレート

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

ALC内壁パネル　頭部

2
0
以
上

100 2
0
以
上

100 100

2
0
以
上

100 2
0
以
上

100
100

ａ  耐火被覆（耐火1時間）

［ -105x40x2.3通し
間仕切り用チャンネル
［ -105x40x2.3通し

ｂ  耐火被覆（耐火1時間） ｃ  耐火被覆成形板

間仕切り用

［ -105x40x2.3
チャンネル

ロックウール

ロックウール

ロックウール

間仕切り用チャンネル

3.6φ @900
［ -105x40x2.3通し

耐火被覆
（防火区画の場合）

ロックウール

ｄ コンクリートスラブ取合 ｅ コンクリートスラブ取合 ｆ デッキプレート取合

　　　　2.ロックウールの密度は80kg/ 
（備考）1.○印を適用する。

（山形鋼の場合）
9φ @600

L-140x40x2.3以上
間仕切りL形金物

耐火被覆
（防火区画の場合）

目地用モルタル注入

3.6φ

FB-4.5x50 @600

耐火被覆
（防火区画の場合）

ロックウール
ロックウール

L-40x40x3
 =100 @600
モルタル
注入孔 チャンネル

間仕切

ロックウール

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

ALC内壁パネル　脚部

5
0
0
以
上

1
0
0

4
0

4
0

20以下

湿式 乾式 乾式 乾式

ａ  一般の場合 ｂ1 一般の場合 ｂ2 一般の場合 ｃ 伸縮目地の場合
（フットプレート工法の場合）

9φ @600

モルタル
注入目地用

9φ @600

コンクリート
コテ仕上

コンクリート
コテ仕上

金物
PL-1.6

3.6φ 3.6φ

3.6φ

フットプレート
t=2.3

3.6φ

ロックウール

ロックウール

フットプレート
t=2.3

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

押出成形セメント内壁パネル

1.ロックウールは壁が防火区画の場合

（備考）

ａ ｂ

L-50x50x6
通し 取付アングルピース

@900
ロックウール

ランナーｃ

ロックウール

ｄ ｅ ｆ

L-50x50x6
通し

ロックウール ロックウール

ランナー

3.6φ

L-50x50x6
通し

ロックウール

ロックウール

10

1
5

15ロックウール

ロックウール

ロックウール

別仕上する場合

※

※

※目地を意匠的に見せる場合で、遮音性も確保
　する場合は反対側にのみシールを施す。

開口部

2
0

ロックウール

開口補強

L-50x50x6
通し

20

脚 部

平 面

頭 部

後施工アンカー
 6

FL

後施工アンカー
 6

L型金物

タッピングねじ

L-65x65x6

L-50x50x6
通し

FB-6x75
@900

S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

ALC内壁パネル　壁貫通・柱当たり

PL-1.6耐火被覆吹き付け（両面）

梁ふさぎ PL-1.6
耐火被覆吹付（両面）

耐火被覆吹付
耐火被覆吹付

ダクト

梁ウェブ

PL-1.6

PL-1.6
梁幅

ロックウール充填

間仕切り金物

開口補強材
L-65x65x6以上

間仕切り貫通（本工事）
間仕切り用チャンネル
［ -105x40x2.3

周囲ロックウール詰
片側シール

目地 目地

（備考）ロックウール厚は当該階の梁と同じ厚さとする。

移動間仕切壁　天井下地（Ｓ造躯体の場合）
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

1.○印を適用する。

（備考）

L-50x50x6

(［-125x65x6x8 )

L-50x50x6

L-50x50x6
@1800

900 900

ａ  重量パネルの場合

ｂ  軽量パネルの場合

L-30x30x3
又は吊ボルト同材@1800

1

1.5

( C-125x50x20x3.2 )

L-40x40x5@900

遮音壁を設ける場合 S=1:10

遮音壁を設ける場合 S=1:10

PL-6

L-50x50x6

ランナー

115 遮音壁：LGSスタッド65
両面GB t=12.5x2
グラスウール充填

アンカーボルト M16

L-50x50x6

115 遮音壁：LGSスタッド65
両面GB t=12.5x2
グラスウール充填

L-50x50x6
ランナー

：ブレースベイ @3600

アンカーボルト
M12@900

L-50x50x6

L-50x50x6
@1800

A-4-01 A-4-02

A-4-03 A-4-04

A-4-05 A-4-06

A-4-07

A-4-08 A-4-09

A-4-10

A-4-11 A-4-12
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工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

標準詳細図（5） 100 100

▽床仕上天

△CL

▽床仕上天 ▽床仕上天

先頭部 エンド部 先頭部 エンド部

 t=100（断面図）

※遮音性能の目安（＊1）

一般タイプ

遮音タイプ

36 dB未満

36 dB以上

音響透過損失の500Ｈｚの性能値（dB）

遮音性能　49 dB（※参考値）

移動間仕切

65 88 80

25

330

PW PW 50

30 PW PW 80

30

W

PW PW 50

2462

50

2762

80

100

 t=80（断面図）

遮音性能　38 dB（※参考値）

 t=50（断面図）

 t=80（平面図）

 t=100（平面図）

一般召合せ部

 t=50（平面図）

一般召合せ部

ランナー

仕上材

ドアクローザー

ドアクローザー

ハンガーレール

パネル
（ペーパーコア）

ランナー

ドアクローザー

ハンガーレール

仕上材

△CL △CL

芯材

パネル

吸音材

ドアクローザー

ドアクローザー

芯材
パネル

吸音材

仕上材

ランナー

ハンガーレール

仕上材
ドアクローザー

パネル
（ペーパーコア）

パネル ドアクローザー

仕上材
吸音材

パネルドアクローザー

吸音材
仕上材

ドアクローザー

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

S=1:40（A3）
S=1:20（A1）消火器BO×（軽鉄壁の場合）

消火器ボックス
引掛金物

280

15 15

186

防火区画部 防火区画外

S=1:60（A3）
S=1:30（A1）補助散水栓BOX

（設備工事）
消火栓ボックス

（設備工事）
モルタル詰

モルタル詰

750

230

配管スペース

手摺腰壁のある場合

非常灯
手摺

ブレース補強

野縁受

吊りボルト

水平補強
@1800 （要所）

斜め補強 ブレース補強

野縁受

吊りボルト

ブレース補強

吊りボルト

野縁受

S=1:40（A1）

防振吊遮音天井A-5-12

アンカー

振れ止め

スラブ下 9 @900

防振ゴム

1
5
0
0
≧
H

ハンガー

ダブルバー

表面仕上材
ジョイナー t=50又は t=00

グラスウールボード

t=8目地シーリング
けい酸カルシウム板

せっこうボード t=12.5

目地処理

吊ボルト

縦横共
9 @1800

（備考）仕上げ・寸法は別図による。

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

12
24kg/m3

ユニット・アルミ製

天井材貼付

H

ショックアブ

ロック

ユ
ニ
ッ
ト
厚

4 15

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

A-5-11 防煙たれ壁（回転降下）

・鋼製

ソーバー

（備考）1.仕上げ・寸法は別図による。

2.枠の材質は○印を適用する。

14
1

15

天井仕上材

外枠

内枠

2.82.7
2

外枠材

内枠材

軽量鉄骨天井下地（一般下地）
S=1:100（A3）
S=1:50（A1）

一般下地 （　）は屋外25型

野縁間隔

野縁間隔上張りの種類

ボード類で下地張りのある場合 360内外

下張りの

ない場合

標準
(ボード寸法 900x1800)

300内外

特殊
(ボード寸法 450x900)

450/2以下

金属成形板 450内外

天井ふところが、屋外1,000、屋内1,500を越える場合の吊りボルト振止め補強は9φ又は

  -19x10x1.2以上@1,800とする。

（備考）

屋内でも1500mmを越える場合、二段ブレースとする方法により、耐震性能を高める。

吊りボルト
9φ @900

野縁S 25x19x0.5

W 50x19x0.5
(25)

(25)

野縁受
C-38x12x1.2

下地張りのある場合1 下地張りのない場合　12

下地張りのない場合　23 金属成形板張りの場合4

ボード寸法　900x1800　程度 ボード寸法　　　　　　　程度
900x1800
900x900

ボード類の一辺の長さ≦450
a b

(S)(W)

野縁

野縁受

吊りボルト

軽量鉄骨天井下地（天井懐が1500mmを超える場合）
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

天井懐が1500mmを超える場合

150以内
呼び径9φ @900程度

インサート @900程度

H
≧
1
5
0
0

斜め補強(呼び径9φ又は
-19x10x1.2以上)

相対する斜め材を一組とし、
縦横方向に@3600程度

縦横方向に@1800程度

水平補強(呼び径9φ又は
-19x10x1.2以上)

吊りボルト150以内
呼び径9φ @900程度

インサート @900程度

H
≧
1
5
0
0

斜め補強(呼び径9φ又は
-19x10x1.2以上)

相対する斜め材を一組とし、
縦横方向に@3600程度

縦横方向に@1800程度

水平補強(呼び径9φ又は
-19x10x1.2以上)

目地底金物

１）屋外の場合の野縁、野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔、周辺部の端からの距離

２）天井ふところが３ｍを超える場合の補強

野縁

野縁受

クリップは内側に折り曲げる

900以下

 1/4x20

野縁受
耐風圧型野縁
S 　-25x25x6x0.7
W 　-50x25x6x0.7

L-30x30x3

天井仕上材

900以下

・ 補強用Lアングルを溶接した場合

特殊ハンガー

野縁受
耐風圧型野縁

天井仕上材

・ 補強用パイプを使用した場合

ナット

座金

座金

吊りボルト9φ

○-φ1８×1.0
□-19×19×1.2

補強用パイプ

軽量鉄骨天井下地（耐風仕様下地）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

耐風仕様下地

耐風圧天井下地材仕様（参考）

参考風圧力 4000Pa（400kgf/m2） 3500Pa（350kgf/m2） 3000Pa（300kgf/m2）

野縁受 CC-25  CC-25 C40 CC-25 C40 CC-25  CC-25 C40

野縁 25形Wバー CW-25 CW-25 CW-25 CW-25 25形Wバー CW-25 25形Wバー

ハンガー RPハンガー 耐風圧ハンガー RPハンガー 耐風圧ハンガー RPハンガー RPハンガー 耐風圧ハンガー

クリップ RP-Wクリップ RP-Wクリップ 耐風圧Wクリップ RP-Wクリップ 耐風圧Wクリップ RP-Wクリップ RP-Wクリップ 耐風圧Wクリップ

インサートピッチ 600 900 750 900 750 900 900
野縁受ピッチ 600 600 750 750 750 600 900
野縁ピッチ 300 300 227 227 300 227 227
3分ボルト 300以下 350以下 250以下 300以下 250以下 300以下 300以下 250以下

550以下 600以下 500以下 550以下 500以下 550以下 600以下 450以下
3分ボルト＋パイプ補強 2100以下 2400以下 1900以下 2000以下 1900以下 2200以下 2300以下 1800以下
4分ボルト＋パイプ補強 2600以下 2900以下 2400以下 2000以下 2300以下 2700以下 2800以下 2300以下

参考風圧力 2000Pa（200kgf/m2） 1500Pa（150kgf/m2） 1000Pa（100

野縁受 CC-25 CC-25 CC-25 CC-25 CC-25 CC-25 CC-25

野縁
CW-25 CW-25 CW-25 CW-25 （0.8） （0.8） CW-25 CW-25

ハンガー RPハンガー RPハンガー RPハンガー RPハンガー RPハンガー RPハンガー RPハンガー RPハンガー

クリップ RP-Wクリップ RP-Wクリップ RP-Wクリップ RP-Wクリップ 耐風圧Wクリップ RP-Wクリップ RP-Wクリップ RP-Wクリップ

インサートピッチ 750 900 900 900 900 900 900 900
野縁受ピッチ 750 600 750 900 900 900 900 900
野縁ピッチ 300 300 300 227 300 450 300 450
3分ボルト 350以下 350以下 350以下 300以下 300以下 350以下 350以下 450以下

650以下 650以下 650以下 600以下 600以下 700以下 700以下 850以下
3分ボルト＋パイプ補強 2400以下 2500以下 2500以下 2300以下 2300以下 2500以下 2500以下 3000以下
4分ボルト＋パイプ補強 3000以下 3000以下 3000以下 2800以下 2800以下 3000以下 3000以下 3500以下

4分ボルト

4分ボルト

RPハンガー

600
600
300

Wクリップ 耐風圧Wクリップ Wクリップ耐風圧Wクリップ

耐風圧Wクリップ 耐風圧Wクリップ 耐風圧Wクリップ 耐風圧Wクリップ 耐風圧Wクリップ 耐風圧Wクリップ 耐風圧Wクリップ

C40

（C38用） （C38用） （C38用） （C38用） （C40用） （C38用） （C38用） （C38用）

（C38用） （C38用） （C38用） （C38用） （C38用） （C38用） （C38用）

（C38用） （C38用） （C38用） （C38用） （C40用） （C38用） （C38用） （C38用）

kgf/m2）

（C38用） （C38用） （C40用） （C38用） （C40用） （C38用） （C38用） （C40用）

（C38用） （C38用） （C38用）（C38用）

（0.8） （0.8） （0.8）

（C38用） （C40用） （C38用） （C40用） （C38用） （C38用） （C40用）（C38用）

チャンネル チャンネル チャンネル

25形Wバー 25形Wバー

チャンネル

（単位：mm）

5000Pa（500
kgf/m2）

2500Pa（250kgf/m2）

RPハンガー：開き止め用ビス付きハンガー
RP-Wクリップ：挟み込みビス付きＷクリップ

※各仕様は仕上げ材をケイカル6mmとした場合の参考例です。
※「水平つなぎ材」、「ブレース」の設置は別途検討の必要があります。
※ボルトの吊り元に関しては、基本を埋込み式インサートとしています。
※あと施工アンカー及び金具を使用する場合は、別途メーカー協議が必要となります。

吊りボルト9φ

特殊ハンガー

 1/4x20

座金

15～20

15～20

（115）

15～20

吸音ボード

S=1:10（A3）
S=1:5（A1）

照明等設備器具

せっこうボード

溝付ロックウール

リブカット

せっこうボード
穴あき補強

溝付ロックウール吸音ボード

照明器具

照明器具用吊ボルトは別途
・野縁受けの持出しが300ｍｍ以上の場合は増し吊りを行なう。

・補強野縁受け材及び取り付け用補強材は野縁受け材と同材とする。

吹出口

（備考）

野縁受け 野縁受け

補強野縁受け

野縁受け

野縁受け 野縁受け

野縁

野縁野縁

補強野縁

補強野縁受け

軽量鉄骨天井下地（天井開口部下地補強）
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

補強野縁

増し吊り

増し吊り

野縁

L3 3

150以下

点検口 伏　図  伏　図 

 伏　図  伏　図 

つりボルト位置
@900程度

つりボルト位置
@900程度

つりボルト位置
@900程度

L3 3

L 35

W

野縁受け
野縁受け 補強野縁受け

補強野縁

補強野縁

補強野縁 取付け用補強材

補強野縁受け野縁

野縁

補強野縁

つりボルト位置
@900程度

S=1:10 1:20（A3）
S=1:5 1:10（A1）天井点検口

W

W

額縁タイプ 目地タイプ

a b

防煙たれ壁

野縁受

ボトムチャンネル

吊り金物

アルミニウム

・網入

t=6.8

@1800かつ

アルミニウム

天井仕上

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

6

60

ガラス1枚1㎡以下

磨きガラス

シリコーン
シーランド

・線入

仕上：B-1

A-5-01 A-5-02

A-5-03

A-5-04 A-5-05

A-5-06 A-5-07 A-5-08 A-5-09

A-5-10 鏡(軽運動室2,3)
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

ビニル巾木

合板 t=9

鏡 t=5

接着貼り

PL-t=2 H30 D12

A-5-13

229
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工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

標準詳細図（6） 101 101

断熱材

コンクリート壁

梁

コンクリート壁

断熱材 柱

コンクリートブロック壁

断熱材（標準地の場合）

外周地盤

ポリエチレンフィルム

目つぶし砂 t=30程度
（再生クラッシャラン、

土間コンクリートの場合  1/50 土間床版の場合　1/20

断面

平面　1/50

土間コンクリート

土間床版

A 屋根内断熱

B 屋根外断熱

  切込砂利又は切込砕石）

t=0.15
ポリエチレンフィルム

（再生クラッシャラン、
  切込砂利又は切込砕石）

断熱材（標準地の場合）

t=0.15

断熱材打込み　　標準地 及び 暖地
S=1:100（A3）
S=1:50（A1）

断熱材

コンクリート壁

梁

屋上基礎等

屋上基礎等

コンクリートブロック壁

コンクリートブロック壁

断熱材

捨コンクリート
×2枚 ×2枚

1010

D+6 D

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

2525 15 W

3

鋼製建具（大枠（LGS下地壁））

開口補強材

100以上100以上

2515
スタッド

開口補強材

スタッド

開口補強材

枠見込

3

ランナー

33

   軽量鋼製建具(36)

D：鋼製建具(40)

（備考）

鋼製建具（簡易気密枠・大枠（LGS下地壁）-SAT

25 15

気密材 10 10

3

気密材

ステンレスt=1.5

気密材

FL

3D
4
（47）

枠見込

25

25 W

3

15

シーリング

シーリング

シーリング シーリング

   軽量鋼製建具(36)

D：鋼製建具(40)

（備考）

12

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

鋼製建具
気密枠・大枠（LGS下地壁）-PAT

(25)

255 20

3

7(45)

(120)

3

14

65

ゴム当りコーナー
ステンレスt=1.5

ゴム当りコーナー
ステンレスt=1.5

ステンレスt=1.5

補強PL-2.3鉄筋 6 

モルタル充填

PL-2.3x25@300

FL

気密材

気密材

12～14

20 W

12～14

シーリング

シーリング

シーリング シーリング

 1.充填材はロックウール80kg/ とする。

（備考）

鋼製三方枠（LGS下地壁）
S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

25 W

12～14

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

鋼製建具

3

25 15

25 25

ALC壁

(100)

D 33

12～14

L-65x65x6以上

(100)

D 33
2525

16 40

25 25

1640

50 50W

L-65x65x6以上

L-65x65x6以上

L-65x65x6以上

L-65x65x6以上

3

25 15

25 25

L-65x65x6以上

W

15

W

L-65x65x6以上

12～14

L-65x65x6以上

D 33

   　軽量鋼製建具(36)

1.D：鋼製建具(40)

（備考）

ａ

ｂ

ｃ

片面フラッシュ

25

2

15 15 W

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

点検口鋼製建具

10

（25）23

（30）30

（LGS下地）

（備考）

1.仕上・寸法は別図による。

点検口鋼製建具
S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）気密枠（LGS下地）

両面フラッシュ

25

5

15 15 W

10

（25）3
3
15

（31）39

70

気密材気密材

シーリング

シーリング

シーリング

（備考）

1.仕上・寸法は別図による。

S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

常時開放防火戸

12～14

4515

23237

12～14

12～14

3
15

W 25 25

30

壁面

壁面

中心吊りヒンジ

90度開き（LGS下地）

A A

A

B B

B

C

D

両開きの場合

片開きの場合

断面

12～14
壁面

FL

断面

天井
仕上面

（備考）

1.仕上・寸法は別図による。

12～14
壁面

T

A部

B部

D部

C部

常時開放防火戸
S=1:10（A3）
S=1:5 （A1）

25

3

1525 40

2020

25 25

3

2515

W

中心

180度開き（LGS下地）

戸袋部上枠断面

12～14

3 (40) 2

(45)

40 155

60

仮止め
FL

開口部断面

吊りヒンジ

AB C

C部B部 A部

（備考）

1.仕上・寸法は別図による。

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

屋内用のくつずり等

銅板製足付き
既製品＠500

(扉見込み+3～4) 3

くつずり
ステンレスt=1.5

目地棒 ステンレス
SUS304 FB-(6×12)

仕上材が変わる場合の見切縁

ａ くつずり ｂ 目地棒

ｃ くつずり、目地棒なしの場合

(扉見込み+3～4) 3

くつずり
ステンレスt=1.5

ｄ くつずり

(3)

(扉見込み+3～4) 3

くつずり
ステンレスt=1.5

ｅ オートドアボトム

オートドアボトム

6

30

6

20

5

20

ステンレスt=1.5

10

スプリング@300

S=1: 6（A3）
S=1: 3（A1）

扉召し合せ部

ａ ｂ ｃ ｄ

ｅ f g h

30 3025 25

30

6 6 6 6

3020 20

ステンレスt=1.5

S=1: 6（A3）
S=1: 3（A1）

気密タイプ　扉・枠取合部

ａ ｂ簡易気密（SAT） 気密（PAT）

ステンレスt=1.5

ステンレスt=1.5

ステンレスt=1.5

ステンレスt=1.5

召し合せ部

25

切欠

召し合せ部

25

A-6-01 A-6-02

A-6-03

A-6-04

A-6-05

A-6-06

A-6-07 A-6-08 A-6-09 A-6-10

A-6-11 A-6-12 A-6-13
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工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

標準詳細図（7） 102 102

引き戸　平　面

b

b

a

a

ランナー

C-60x30x10x2.3

せっこうボード　t12.5

せっこうボード　t12.5

ランマカバー

片引き戸
S=1: 2（A3）
S=1: 1（A1）

自閉装置
・エアー式
・傾斜レール式

戸袋パネル（裏板張り）
鋼板ｔ0.4＋せっこうボード

t12.5＋鋼板t0.5
ストレッチャー補強
PL-1.6加工

床レール
鋼板t1.6

65

25 有効開口部 WO 引き残し130 25 WO+30

10

ゴム

せっこうボード　t12.5

戸袋パネル（裏板張り）

戸当たり

WO・ 850
・1100
・1200

20

ドアパネル仕上　　・メラミン樹脂焼付塗装仕上　 　・不燃シート張

ドア枠仕上　　　　・SUS304HL　　・メラミン樹脂焼付塗装仕上　　・不燃シート張

（備考）○印を適用する

片引き戸 外付枠
S=1: 2（A3）
S=1: 1（A1）

25 25

25

10 有効開口部 WO 引残し130 40

WO+40 25

10

2xWO+220

ランナー

C-60x30x10x2.3

C-60x30x10x2.3

自閉装置
・エアー式
・傾斜レール式

せっこうボード t12.5
せっこうボード t12.5

点検カバー

75

135

ガイドローラー
オールアンカー
Ｍ６×４５

75

点検カバー

75

ドアパネル仕上　　・メラミン樹脂焼付塗装仕上　 　・不燃シート張

ドア枠仕上　　　　・SUS304HL　　・メラミン樹脂焼付塗装仕上　　・不燃シート張

（備考）○印を適用する

a

a

b

b

天井面△

1

天井面△

1

天井内シャッター受下り壁（S造）H≧900
S=1:30（A3）
S=1:15（A1）

アンカーボルト16 @900

[ -100x50x5x7.5

ボルトM16

ネコL-75x75x6 L=100

[ -100x50x20x3.2

[ -100x50x20x3.2

シャッターケース

アンカーボルト16 @900

L-50x50x6

GPL-6

GPL-6

ボルトM16

L-50x50x6@1800
GPL-6

ボルトM16

GPL-6

[ -100x50x5x7.5

耐火認定間仕切壁

アンカーボルト16 @900

[ -100x50x5x7.5

シャッターケース

アンカーボルト16 @900

L-50x50x6

GPL-6

L-50x50x6
@1800

耐火認定間仕切壁

C-100x50x20x2.3@455

□-100x100x2.3

□-100x100x2.3

100

（S下地片側のみで認定）

  2.耐火認定間仕切壁貫通部等取り合いは、

・防火区画となる天井内下り壁は下記とする。

・鋼材はSS400とし防錆塗装仕上げとする。

（備考）

  1.耐火認定間仕切壁とし、仕様の種別は、

    別図による。

    耐火シーリング処理を施すこと。

  2.耐火被覆材を施す場合は吊束中間部に

・防火区画となる天井内下り壁は下記とする。

・鋼材はSS400とし防錆塗装仕上げとする。

（備考）

  1.耐火認定間仕切壁とし、仕様の種別は、

    別図による。

    軽量鉄骨壁下地材を組入れること。

[ -100x50x5x7.5@900

ボルトM16

ネコL-75x75x6 L=100
ボルトM16

ａ

b

ボルトM16

　（SS-1以外のシャッターに適用する。）

壁符号<W4>

天井内シャッター受部下り壁（吊材中央壁）
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

アンカーボルト

アンカーボルト

2-M16

2-M16

［-125x65x6x8

L-50x50x6

［-125x65x6x8

1

1.5

L-50x50x6

L-65x65x6

a - a シャッターブラケット部断面

115 耐火壁：LGSスタッド65
両面GB t=12.5x2

耐火下がり壁部断面

耐火被覆

ランナー

アンカーボルト
M16@1800

［-125x65x6x8

L-40x40x3@900

［-125x65x6x8

1

1.5

L-50x50x6

L-40x40x3@1800

b - b シャッターブラケット部断面

115

耐火下がり壁部平面

耐火被覆

シャッター開口 W

a

a

b

b

下り壁下地鉄骨 S=1:50

L-40x40x3

L-40x40x3@900

シャッターブラケット受部
［-125x65x6x8

［-125x65x6x8

シャッターブラケット

シャッター
ボックス

L-50x50x6
片端カット溶接

汚垂タイル(t=5.5)

(樹脂モルタル)

接着貼 指定仕上材

A-7-08 便所　汚垂タイル
S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

600

4(
5
)

a　タイル

便所　手洗器　小便器　化粧棚

b　石又は人造大理石

仕上

d　ステンレス

c　メラミン化粧合板

甲板

FL

コンクリート打又は

モルタル充填

設備配管後

コンクリートブロック

FL

2-4φ

L-1.6×25
L=300 @450

2-M6

P

RC(CB)下地の場合 LGS下地の場合

RC(CB)下地の場合 LGS下地の場合

メラミン

LGSスタッド 仕上面

補強材 t=12以上
ビス、接着併用

耐水合板 t=12

面取り

LGSスタッド

（備考）1.化粧棚の種類、仕様は別図による。
2.○印を適用する。

3.下地防水層の有無による手洗器、小便器の取付詳細は各々準ずること。

ラス押さえ

L=300
L-1.6×25

@450

P

飼木

通し木下地

飼木

RC(CB)下地の場合

の場合
LGS下地

飼木

L=300
@450

L-1.6×25P

面取り

ステンレス
t=1.5
ヘアライン

S=1:20、1:60（A3）
S=1:10、1:30（A1）

2
5

25 155 25 160

2
0

2
5

10

(160)

10

2
0

3
6

15525

5

1
5

2
5

2
5

(155)

1
5

2
5

5

15525

2
0

2
55

(155)

2
0

5

ステンレス
t=1.5
ヘアライン仕上

L=300
@450

L-1.6×25P

155

5 2
5

1
5
0
0
(
1
4
0
0
)

3
5
0

1
015

550

2
5

16025

25

1
0
0

2
5

7
5
0
～
8
0
0

1
0
0
0 男

子
1
8
0
0

女
子
1
7
0
0

化粧板

5階 談話室2,6階相談室1の洗面台ライニング及び各流し台のライニングにも適用。

天端以外3方:GB-S12.5二重張りの上化粧板A

ロック(内開キ)

戸当リ帽子掛　

天井レール　　
SUS304HLt=1.0

FL

巾木

床レール　　
SUS304HLt=1.0

アジャスター　
SUS304HLt=1.5

SUS304HLt=1.0

ロック（内開キ）

グレビティヒンジ
　木エッジ　　

壁レール　　
SUS304HLt=0.8

アルミ押出形材
３ＷＡＹ材　

ジョイント金具

トイレブース　3（既製品）

ぺーパーコア

メラミン化粧板
裏打材t=2.5

パネル

CL

20

40 40

断面　巾木部 扉部

内観

20.6 20.6

40

43

27

WW

CW（120）DW（600）

FW 3DPW

平面

ロックステンレス
スライド式

センターヒンジ

戸当り帽子掛

S=1:10、1:60（A3）
S=1: 5、1:30（A1）

100

（備考）1.金具はステンレス製とする。

(600)
550

EW BW

3

2

鏡(防湿型)ｔ=6

ポストフォーム加工

ステンレス ｔ=1.5HL仕上げ

メラミン化粧板フラッシュ戸

メラミン化粧板

洗面器

ラワン合板ｔ=12

巾木

床仕上面

鏡(防湿型)ｔ=6

ステンレスｔ=2
鏡押さえ(四周)

壁仕上げ面

両面テープ

カウンター

手掛かり付

▽

鏡断面

鏡端部平面

鏡面仕上げ

天井

洗面化粧台　4
S=1:60、1:20（A3）
S=1:30、1:10（A1）

800400以上

520

50

6
3
12

小便器手摺・スクリーン

ール使用を原則とする。

スクリーン

埋込型感知センサー(設備工事)

ストール手摺

埋込型感知センサー(設備工事)

（設備工事）

ステンレス
FB-5×40 HL

ステンレス C型 HL

巾木ステンレス
t=1.0HL

スクリーン
メラミン化粧板フラッシュ

1.便器は低リップ式スト
（備考）

は別図による。

2.手摺径・仕上げ

S=1:60、1:20（A3）
S=1:30、1:10（A1）

40

450以上 800 450以上

600 200 600

600

360

90以上

20

(天井まで）

S=1:60（A3）
S=1:30（A1）

大便器手摺

レバー式
紙巻器

洗浄管

露出型節水

外開きドア
引き戸又は
アコーデオンドア

紙巻器

手すり

レバー式

リモコンフラッシュ
バルブ
（設備工事）

（設備工事）

（備考）1.手摺はSUS304パイプ

2.手摺径・仕上は別図による。

450

900

横水栓

操作弁

A-7-01 A-7-02 A-7-03 A-7-04

A-7-05 A-7-06 A-7-07

A-7-09 A-7-10

229
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工事名称

図面名称 通し番号 図面番号

大阪市都市整備局　企画部

公共建築課(企画設計グループ)

標準詳細図（8） 103 103

S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

平　面

立　面 側　面

小便器手すり

600

被覆タイプ
既製品樹脂
手摺

34φ

多機能便所1 (標準型便座と回転式手摺り）

可動式手摺

手摺

手洗器

紙巻器

洗浄ボタン
（設備工事）

スウィング式

非常ボタン

オートハンド

子供用便座

オートハンド
ドライヤー
（設備工事）

2.手摺径・仕上は別図とする。

（備考）1.手摺はSUS304パイプ

ライニング

ドライヤー

S=1:60（A3）
S=1:30（A1）

2000

1000350350100200

3.LGS下地壁に取付ける手摺は下地補強をすること。

700 700
1000

200

約440

740300

50 800360

SUS304

SUS304

手すり

ブラインド
リベット

継手ステンレスパイプ
化粧プレート SUS304

指定仕上げ材
P-120×12×2.3L

軽量鉄骨下地取付の場合

ステンレス

ステンレスパイプ

1.手摺径・仕上は

別図による。

（備考）　

手摺 （3）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

12 12

耐水合板
t=12

15

溶接

溶接

ステンレスパイプ
SUS304

手すり

指定仕上げ材

軽量鉄骨下地取付の場合

耐水合板　t=12

座金

フランジSUS304

カバー SUS304取付プレート
t=4.5

溶接

軽量鉄骨
(t=2.3以上)

1.手摺径・仕上は

別図による。

（備考）　

手摺 （4）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

引戸　断　面

引戸　平　面

ガイドローラー

枠：SUS304 t=1.6

点検カバー

多機能便所用自閉式引戸

自閉装置

表面：化粧鋼板 t=0.6
芯材：ペーパーハニカム

（備考）1.特記なき限り、鉄部はメラミン樹脂焼付塗装とする。

枠：SUS304 t=1.6

取手　SUS304φ25

引戸錠：表示、非常解錠　SUS304

SUS304 t=1.6

アルミガラリ

SUS　H350　t=0.8

（　型）
W600×200

キックプレート

鏡面L=400

・エアー式
・傾斜レール式

S=1:10、1:100（A3）
S=1: 5、1: 50（A1）

2.必要に応じて、扉にはガラス小窓を取り付ける。

25 960 25

20 5 850 110 30

995

25

*

25 1065 900 25

84

30

4

32 6

下足棚

メラミン化粧合板

（備考）1.寸法は別図による。

巾木

メラミン樹脂板t=1.2

メラミン樹脂板 あと施工アンカー

20×40

40×75

t=5

S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

85

20 20

300 300 400 40
30

2.耐水合板を使用する。

t=1.2

メラミン樹脂板
t=1.2

20×120
袋ナット

M10

壁付手摺（ステンレス）

壁仕上面

R20

SUS38φ t2HL

溶接
SUS16φHL@1000程度

SUS t=2.0  40φHL

溶接
12φ

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

(40)

R20

堅木積層成材
CL 38φ
100×40
SUS PL-3加工

壁仕上面

壁付手摺

(40)

SUS16φHL@1000程度
SUS t=2.0  40φHL

溶接

12φ溶接

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

（堅木積層成材）

R20

スチール
34φ t=2.8

スチール t=2.3 40φ

スチール16φ@1000程度

壁仕上面

壁付手摺（スチール）

鉄部SOP

(40)
溶接

溶接

12φ

S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

M8ボルト

下地補強

GB-R
(34φ)
ビニル笠木

ブラケット
座金

(40)

壁付手摺（LGS下地）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

スチールプレート
t=0.8 W=150

下足棚

60×90以内

シナ合板 t=12

シナ合板 =4

40×45
@360

シナ合板 t=9

L=150

@1200

転倒防止　50×50×6

アンカーボルト2-M12

45×60

60×60

▽FL

a

▽FL

b

シナ合板 t=9

45×60

45×65

@1200以内
60×60 45×60

(備考)1.木部は、桧とし、塗装なしとする。

S=1:60（A3）
S=1:30（A1）

2.重量物を載せる場合は、構造検討のこと。

3.○印を適用する。

750

60

45

450

60

シナ合板 t=12

L=150
転倒防止　50×50×6

アンカーボルト2-M12

シナ合板t=4

シナ合板 t=9

40×45
@360

45×60

45×65

60×90

シナ合板 t=9

A-8-01

A-8-02

A-8-03 A-8-04 A-8-05

A-8-06 A-8-07

A-8-08 A-8-9

A-8-10

A-8-11

M8ボルト

下地補強

GB-R
(34φ)
ビニル笠木

ブラケット
座金

(40)

壁付手摺（LGS下地）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

スチールプレート
t=0.8 W=150

A-8-12

A-8-14

15

SUS見切り
t=1.5　 型
L-40x40x5下地

階段滑り止め20

アンカーボルト 2-M16
ベースPL-12

階段滑り止め

溶接金網3.2φ
75×75

6φ @100

PL-4.5

蹴上仕上材

断　面　　1/10

断　面　　1/20

鉄骨屋内階段（モルタル充填踏板）
S=1:20、1:40（A3）
S=1:10、1:20（A1）

PL-（　 　）

(    )

A-8-13

M8ボルト

下地補強

(34φ)
ビニル笠木

ブラケット
座金

(40)

建具付手摺（LGS下地）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

スチールプレート
t=0.8 W=150

鋼製扉・軽量鋼製扉

ｽﾁｰﾙ　□-100×50×3.2
通し

ｽﾁｰﾙ　□-100×50×3.2
通し

ｽﾁｰﾙ　□-100×50×3.2
L=300@900

ｽﾁｰﾙ　□-100×50×3.2
L=250@900

LGS壁

LGS壁

LGS壁

［屋内避難階段側]［外壁側]

断面図

屋外避難階段　LGS壁　支持材
S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

A-8-15

フロアごとの大梁にランナー受け鋼材を設置する
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